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ト２だろう。教育学・社会学・心理学者、教育実務関係者など各専門家が、著者の仕事に賛辞とともに、コメントや反論を展開する。例えば、幼児教育が親（特に母親） も影響するという相互作用性（五三ページ） 、父親の重要性（五四ページ） 実験規模の小ささへの疑義（六一ページ） 、思春期重要性や脳の知的・社会的スキルの展性（六五ページ） 、そして、幼児の重要性を説くだけでなく効果 なプログラムを作るとすればどうすればいいのか具体 ある議論 必要――この指摘は教育学を追求する者にとって当然の問題意識であろう――（八五ページ）などである。そしてパート３で著者はライフサイクルを再び強調し、パート２に同意や反・反論を展開し、本書の主張 一層強化され　
著者らの研究はアメリカなど先進国
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